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１． 我が国の風疹流行を取り巻く現状 
日本では2012年～2013年に風疹が流行し、これにともない先天性風疹症候群（以下CRS）の患者も多く報告された。 
この流行は一旦終息し、CRS も 2014 年の報告以降なかった。 
しかし、2018 年より風疹が再流行し、これにともない 4人の CRS が報告されている。 
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２． 風疹流行の現状と本研究の目的 
風疹の流行を終息させ、CRS をこれ以上発生させないためには、男性を含めた社会全体の風疹ワクチン接種を浸
透させることが必要である。しかし、日本の現状からは風疹ワクチン接種が広まったとは言えず、風疹流行の終息には
時間を要することが見込まれる。妊婦自身が風疹に対する抗体を持っていることが望ましく、そのためには妊娠前の風
疹ワクチン接種が必要である。 
PWHI Project のアンケート結果から、妊婦の風疹ワクチン接種状況と、風疹ワクチン接種を予測する因子について
明らかにする。 
20 歳以上の妊婦を対象に PWHI プロジェクトによる web アンケートを行い、回答を解析した。 
 
 

３． 方法 
【検討 1】 
妊婦の風疹ワクチン接種率を全国調査同年代女性の結果とχ2検定を用いて比較 
対象施設： 全国 23 分娩施設 期間：2018 年 5 月～2019 年 9 月 
【検討 2】 
妊婦の風疹ワクチン接種と年齢、出産回数、最終学歴、世帯年収、妊娠前の喫煙、風疹抗体、風疹に関する知識と
の関連を、ロジスティック回帰分析 
対象施設： 横浜市立大学附属病院、横浜市立大学附属市民総合医療センター、横浜医療センターの3施設 期間：
2018 年 5月～2018 年 12 月 
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４． 結果 
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５． 考察 
 
＜妊婦の風疹ワクチン接種率について＞ 

• 妊婦の風疹ワクチン接種率は 67.6％であった。これは同年代女性の接種率より有意に高かったものの、これ
ではCRS の発症を抑えることは難しいだろう。 

• 接種歴が「わからない」と回答した中に接種したことのある人や、抗体保有が分かっている人が含まれているこ
とは推測されるが、より多くの妊婦が確信をもって「接種したことがある」と回答できる状態にするために、女性
自身が妊娠前に風疹ワクチンの接種歴を確認し、接種歴がなければ接種行動をとるよう啓発する必要があ
る。 

＜風疹ワクチン接種を予測する因子＞ 
• 現時点での解析（3 施設、短期間）では、年齢・妊娠前喫煙の有無・風疹に関する知識、が風疹ワクチン接種
を予測する因子として挙げられる。 

• 今後、全国調査のデータを再検討することで、学歴や年収も関連する因子として加わる可能性がある。 
• いずれにしても、日本の成人の風疹ワクチン接種経験が個人の生活・行動によって左右されていることが明ら
かになったといえる。 

• 風疹の流行を終息させるためには、全ての人が風疹のみならず必要なワクチン接種を当然の義務かつ権利
として与えられる仕組みが必要である。 
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６．今後への課題 
 

 

 
  


